
[EF64 形電気償問車〕

33.3%0の長い急こう配のある奥羽線福島・米沢間には， 現在

回生ブレ ー キ付きの EF 16 形が使用されているが，同線区の輸

送婚の必要から機関車の増強が要請されるようになり ， EF62 

形の術造を一部簡素化した EF 64 形機関車が昭和 39 ・ 11 に 2 �'ij 

誕生した。その概要を EF 62 形と比較して次に述べる。

EF 62 形では， 急こう配区間てFの低速運転のため減速比は，

4.44 にと っ ているが， EF 64 形では， 3.83 に下げて高速性能を

向上している。 電動機回路は， EF 62 形と同じく橋絡渡り接続

で， プレーキ側では各回路独立して似成されている。

このほか，多段式の電機子分路装置， パー ユア~t;IJ御によるノ

y チ細分化，界磁制御による軸重移動補償などの粘着性能向 上

策も EF62 形のものが隣接されている。 ただし停電時， 下降運

転に限J.iiliする諸設備は省略されている。この形式では，高速域

での弱め界磁制御を鉱大して均衡速度の選択のドJ El:1 度を憎し，

25-33%0のこう配と 360.-650 t の何iî!!lとの組合せに応じて，そ

れぞれ 3 段程度の均衡速度を選択できるようにな っ ている。

~I;IJ御方式としては， 白動 ノ ッチ進め式がさらに推進され，制

御機総はカム軸接触器式で， EF 62 系列と共通の部品が使用さ

れているが， ~t;IJ御器の構成は務理集約されている。 また，カム

電動機1t;IJ御用短絡継電球は，保守に手のかからないように無接

点式としている。 主要:甘伽制ti捌j川l御機2器5の無t接産l点1，1，(

ど乙， 交流{使史用の範閤が広がつてきたのてで.，従来の l血流電動発電

機の代りに 2 相交流電車J発電機を使用している。

EF62 形では，中央床下のスベースを利用するため軸配置を

c-c としているが， この形式では， 付怖を~ lLlを省略したり ， 車

体椛造の研究が進んで若干の余絡ができたため， B-B-B 方式に

している。(大森鉄雄)

ちょくりゅうてんし々 直流電車(新形の) [沿革〕 わ

が凶の電車の歴史は直流電車Iこ始まる。 まず明治 23 年 ( 1 890)

内国勧業博覧会の開催に際し， 七'l\f公闘で阪府 22，電動機出力

25 1-P の 4 輪司'を出したのが最初jて4 ある。 しかし厳初の営業運

転は，京都市において明治 28 年(1895) に行なわれた。 次いで

各地で電鉄事業が五 l 幽笑施され， r品有鉄道でも明治 37 年(1904)

叩武鉄道の中野 ・ お茶の水間 12km を買収して電車運転を開始

した。その後本筋的な電車として幽鉄において明治 39 年(1906)

山 手線開通に伴い， 451-P 't起動機 4 f凶を使)lJ したボギー車が製作

された。 しかし第 2 次世界大戦により，その実質的発達は停と

んした。

戦後の経過と しては ， 11百和 27 年からt臨時II形 63 系に不燃化そ

の他安全性の向上を加えた 72 系が新製され， 11臼和 32 年まで統

けられた。 その間， 部品 ・ 車体 ・ 付加i技術の近代化が大きく進

歩したが，今日の新性能電車のもとにな ったのは，昭和 32 (19 

57) ・ 6 製作された新通勤電車 101 系である。 その後，これをモ

デルとして，それぞれの用途に適した電車が統々と製作された。
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写真ー1 通勤電車 103 系

ちょくりゅう

〔種類〕

直流電車を大別すると路面電車・ 地下鉄電車 ・ 通勤形電車 ・

近郊形電車 ・ 中長距離形電車 ・ 特急、形電車となる。以下国鉄電

車の各形式について述べる。

(1) 通勤形電車

終戦前後から昭和 26 年まで 63 形 とし、う戦時設計の車問が，

主力として活躍していたが桜木町火災事故があり，大改造する

ことにな った。各車貫通式 ・ パンタグラ 72 重絶縁 ・ 非常プザ

ースイッチ等が取り付けられ， 72 ・ 73 形として登場した。昭和

31 -32 年に至り，通勤輸送量の増大に対応して速度向上(高加

速，高減速)が要求され，新性能電車と して 101 系電車が生ま

れた。その後さらに経済性を考えた 103 系もでき ， 現在は 101

系と 103 系が通勤電車の主力となっている。

(2) 近郊 ・ 中長距陣形電車

近郊都市開も昭和 25 年ごろ よ り輸送量の増加が目だち，客車

列車に代わっ て ， 80 形の湘南電車が 16 両の長大編成で誕生し

た。 101 系ができるとともに，車体は 80 形とほぼ同じ新性能中

長距離電車 153 系が製作された。その後通勤人口の増加に伴い

車体も改造され，出入口も 3 箇所の 111 系が誕生し，現在では

153 系の出力アッ プした 165 系が中長距離用， 11 1 系の出力ア

ップした 113 莱 ， 115 系が近郊通勤用として活躍している。

(3) 特急形電車

車 l~iH主術の進歩により，電車による長距離高速輸送が従来の

客車より有利であるということになり，東京 ・ 大阪間 6時間 30

分運転が考えられ， 151 来電車列車(こだま)が製作された。ま

たl昭和 37 ・ 6 に歪 り上越特急が計画され， こう配線区間用として

写真一2 近郊通勤用 115 系

写真一3 中長距離用 165 系
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写真-4 特急 用 161 糸


